
決算特集
平成18年度平成18年度平成18年度

66

401億円 

379億円 

401億円 

379億円 

歳 出歳 入会 計 名歳 出歳 入会 計 名

85万円194万円海 外 留 学 奨 学 事 業91億3629万円92億8968万円国 民 健 康 保 険

45億1473万円46億4741万円老 人 保 健30億7971万円31億3751万円公 共 下 水 道 事 業

190万円317万円火 災 共 済 事 業66万円159万円学 童 等 災 害 共 済 事 業

6億2372万円6億6167万円介護老人保健施設等事業
2億6771万円2億6865万円

中小企業従業員退職金等
     福祉共済事業 27億9477万円31億9202万円新曽第一土地区画整理事業

28億4920万円30億2413万円介 護 保 険5億2819万円5億8470万円医 療 保 健 セ ン タ ー

8907万円9527万円新曽第二土地区画整理事業1964万円2039万円交 通 災 害 共 済 事 業

239億644万円249億2812万円合 計※各会計の合算額は千円以下四捨五入のため、合計と多少の差があります

その他 9.5％

市税 63.4％

国庫支出金 8.6％

諸収入 5.2％

繰越金 4.8％

地方消費税交付金 
3.0％

県支出金 2.9％

地方譲与税 2.6％

民生費
30.3％

土木費 21.8％教育費 13.4％

総務費 12.7％

公債費 4.9％

衛生費 7.8％

消防費 4.0％ その他 5.1％
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1. 市税

2. 国庫支出金

3. 繰越金

4. 諸収入

5. 繰入金

6. 地方消費税交付金

7. 県支出金

8. その他

歳入内訳詳細
……市民税、固定資産税など
……特定事業に対する国の交付金
……前年度から本年度への繰越金
……競艇事業の収益、預金利子など
……特定目的のために基金を取り崩した
　　もの
……市町村の人口比で按分し交付される
　　お金
……特定事業に対する県の交付金
…… 地方譲与税、地方特例交付金、
　　 市債など

18年度 
戸田市の決算 

一 　 般 　 会 　 計
歳入401億円 歳出379億円

資本的収支
　9 億 円　

特 　 別 　 会 　 計
　１３会計の合計
　　歳入　249 億円
　　歳出　239 億円

一般会計前年度比　　

　　歳入 1.1％増

　　歳出 0.5％増

歳出内訳詳細
1. 民生費

2. 土木費

3. 教育費

4. 総務費

5. 衛生費

6. 公債費

7. 消防費

8. その他

……社会福祉、児童福祉、生活保護費など
……道路、河川、都市計画など
……小中学校、社会教育など
……庁舎管理、コミュニティ、交通対策
　　など
……保健衛生、清掃、環境保全など
……借入金の返済
……消防・防災など
…… 議会、商工、労働など

水道企業会計
収益的収支
　25 億円
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討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを討論と言います。

平
成
18
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

賛成 日本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子 

議
員

　
本
決
算
で
は
、
引
き
続
き

県
下
一
の
財
政
力
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
財
政

力
が
あ
り
な
が
ら
、
福
祉
部

門
で
は
、
在
宅
重
度
障
害
者

の
手
当
金
を
削
り
所
得
制
限

を
導
入
し
ま
し
た
が
、
自
立

支
援
法
に
よ
る
自
己
負
担
増

が
行
わ
れ
る
と
き
に
、
こ
の

よ
う
な
負
担
増
を
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
費
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
安

定
し
た
英
語
教
育
の
指
導
者

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
、

小
中
学
校
と
も
に
従
前
の
直

接
雇
用
に
戻
し
、
居
住
費
の

負
担
や
健
康
保
険
等
、
市
が

責
任
を
も
っ
て
行
う
改
善
を

図
る
べ
き
で
す
。

議
会
費
の
海
外
派
遣
旅
費

は
、
３
年
間
で
全
議
員
を
海

外
の
友
好
都
市
に
派
遣
す
る

あ
り
方
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
総
務
費
の
同
和
対
策
事
業

は
、
よ
り
広
い
一
般
人
権
政

策
に
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ

り
、
本
認
定
に
反
対
す
る
も

の
で
す
。平

成
会

菅
原
　
文
仁 

議
員

重
度
障
害
者
等
福
祉
金
は
、

県
補
助
金
の
交
付
対
象
者
が

住
民
税
非
課
税
者
の
み
と
さ

れ
、
歳
入
の
減
額
と
い
う
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
委

託
業
者
と
の
契
約
は
労
働
基

準
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、

各
校
の
校
長
か
ら
は
業
務
委

託
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
質
の
高

さ
や
制
度
へ
の
感
謝
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
適
正
と
考
え
ま
す
。

議
員
の
海
外
派
遣
費
は
、

友
好
都
市
を
通
じ
て
国
際
交

流
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

市
政
に
も
生
か
さ
れ
、
意
義

あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

同
和
対
策
に
つ
い
て
は
、

心
理
的
差
別
は
後
を
絶
た

ず
、
差
別
の
現
実
が
あ
る
限

り
、
人
権
問
題
の
一
つ
で
あ

る
同
和
問
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
は
行
政
の
責
務
で

あ
り
、
適
正
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

日
本
共
産
党

花
井
　
伸
子 

議
員

　
本
決
算
の
結
果
、
約
１
億

７
５
０
０
万
円
の
残
額
が
出

て
お
り
、
41
％
も
の
大
幅
な

保
険
料
の
値
上
げ
が
妥
当
で

あ
っ
た
の
か
問
題
で
す
。

ま
た
、
新
予
防
給
付
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
給

付
が
制
限
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

策
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

反
対
す
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党

望
月
　
久
晴 

議
員

　
本
案
は
、
来
年
度
か
ら
始

ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
伴
う
オ
ン
ラ
イ
ン
改
修
業

務
の
補
正
で
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
の

生
活
実
態
を
無
視
し
た
も
の

で
あ
り
、
生
存
権
の
破
壊
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
の
シ

ス
テ
ム
改
修
は
、
高
齢
者
の

生
存
権
を
脅
か
す
一
環
で
あ

り
、
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
決
算
認
定
、
条
例
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
４
件
、
８
人
の
議
員
が
賛
否
の
討
論
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛成 

賛成 

賛成 

日
本
共
産
党

本
田
　
　
哲 

議
員

　
市
は
、
制
度
維
持
を
理
由

に
支
給
額
削
減
を
提
案
し
て

い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
対
し

お
祝
い
の
気
持
ち
を
示
す
敬

老
祝
金
の
支
給
額
を
削
減
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
、

財
政
は
切
迫
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
本
市
は
県
内
一

の
財
政
力
を
維
持
し
て
お

り
、
支
給
額
を
減
額
し
な
く

と
も
、
制
度
を
維
持
す
る
た

め
の
財
源
は
十
分
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
の
豊
か
な
財
政
状
況
の

中
で
、
負
担
が
強
い
ら
れ
て

い
る
高
齢
者
の
さ
さ
や
か
な

楽
し
み
で
あ
る
敬
老
祝
金
の

額
を
削
減
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
反
対

す
る
も
の
で
す
。

平
成
会

伊
東
　
秀
浩 

議
員

福
祉
費
に
占
め
る
扶
助
費

が
毎
年
増
加
し
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
使
う
必
要
が

あ
る
中
で
、
高
齢
者
に
敬
老

の
意
を
表
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
本
制
度
の
継
続
は
、

意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
あ
る
程
度

の
見
直
し
を
行
い
、
そ
こ
か

ら
生
じ
る
財
源
を
元
気
高
齢

者
対
策
に
振
り
分
け
て
い
く

こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
考
え

ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
贈
呈
額

の
縮
減
は
行
っ
て
も
、
対
象

年
齢
の
削
減
は
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
来
年
度
受
け
取
れ

な
く
な
る
対
象
者
は
発
生
せ

ず
、
制
度
改
正
後
で
も
本
市

の
贈
呈
水
準
は
県
下
ト
ッ
プ

賛成 

賛成 

で
あ
り
、
反
対
論
者
が
主
張

す
る
福
祉
の
切
り
捨
て
に
は

該
当
し
な
い
も
の
と
考
え
、

賛
成
す
る
も
の
で
す
。

公
明
党

鈴
木
　
麗
子 

議
員

本
市
の
高
齢
化
の
傾
向
は

顕
著
で
あ
り
、
変
化
を
踏
ま

え
て
、
本
制
度
の
継
続
か
改

正
か
を
真
剣
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
も
の
で
す
。

私
ど
も
は
、
本
事
業
の
予

算
を
見
直
す
際
に
は
、
広
く

高
齢
者
支
援
か
子
育
て
支

援
、
さ
ら
に
焦
点
を
絞
る
と
、

元
気
老
人
の
た
め
の
介
護
予

防
的
事
業
に
振
り
向
け
る
べ

き
と
の
主
張
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
執
行
部
か
ら
は
次
年

度
以
降
、
元
気
老
人
に
向
け

て
の
事
業
構
想
の
概
要
が
示

さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本

賛成 

案
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

民
主
ク
ラ
ブ

高
橋
　
秀
樹 

議
員

減
額
に
当
た
っ
て
の
十
分

な
根
拠
も
な
く
減
額
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
福
祉
全
体

の
予
算
的
措
置
と
し
て
見
直

す
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い

と
理
解
し
ま
す
。

し
か
し
、
世
間
一
般
の
お

祝
い
は
喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
で
、

そ
こ
に
重
き
を
置
い
た
改
正

に
す
べ
き
で
あ
り
残
念
で
す
。

さ
ら
に
、
改
正
で
不
用
と

な
る
２
８
０
０
万
円
の
使
途

は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
新

た
な
事
業
を
行
う
と
の
こ
と

で
す
が
、
町
会
会
館
等
を
含

め
、
多
く
の
人
が
参
加
で
き

る
場
所
で
の
事
業
を
要
望

し
、
断
腸
の
思
い
で
賛
成
し

ま
す
。

平
成
18
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険 

特
別
会
計
補
正
予
算

賛成 

敬
老
祝
金
贈
呈
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例


